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P2-23.
東京医科大 3拠点の医療安全意識の拠点間・職
種間比較
（医療安全管理学）
○竹村　敏彦、石川　雅彦、浦松　雅史
　相馬　孝博
　医療安全文化を評価するツールは、組織における
安全文化の水準を測定することだけでなく、その組
織の安全文化の現状を理解し、今後の個々人の安全
意識の向上を考えるための情報を提供することを目
的としている。しかしながら、多くの場合、組織の
安全文化の現状の理解や比較にとどまり、ツールが
十分に活用されていない。本研究では、収集された
アンケートデータから、安全意識の水準を測定する
とともに、東京医科大 3拠点（新宿・八王子・茨城）
間における職種別／拠点別の職種間安全意識の水準
の違いを、Steel-Dwass法による多重比較、Jonck-
heere-Terpstra傾向性検定により分析し、各拠点が
もつ強みと弱みを明らかにする。次に、意識の高い
組織文化を醸成していくために必要な組織としての
施策について議論を行う。まず、多重比較の結果か
ら、総合スコアに関して、新宿－八王子、新宿－茨
城で統計的に差異が確認された。さらに、拠点の規
模（職員数など）を考慮した傾向性検定を行った結
果、新宿、八王子、茨城の順で、各因子の中央値が
高くなることがわかった。職種別に見ると、医師も
全体と同じ傾向が確認され、看護師、事務職、その
他職種に関しても幾つかの因子に統計的有意差があ
ることがわかった。したがって、本研究の仮説「拠
点間で組織全体として安全意識に違いがないという
こと」は支持されず、また拠点規模によって安全意
識の水準に違いが見られることがわかった。続いて、
各拠点における職種間の安全意識の差異を調べた結
果、個別因子の統計的差異が確認された数は新宿、
八王子、茨城の順となった。拠点間比較の結果を踏
まえると、茨城が他の拠点よりも安全意識・安全文
化の水準が高くなっている理由として、職種間で安
全意識・安全文化の水準に差異がないことが考えら
れる。
P2-24.
職域健診における肝炎検査受診状況　－茨城県
住民基本健診との比較より－
（地域医療振興学寄附講座）
○宮﨑　照雄
（茨城・共同研究センター）
　本多　　彰
（茨城・消化器内科）
　池上　　正、松﨑　靖司
【目的】　HCV感染は、慢性肝炎、肝硬変を引き起
こし、肝癌に至る。本邦には、100～200万人の
HCV感染が推測されており、さらに、肝癌は男性
の癌による死因の第 3位であり、増加の一途を辿っ
ている。肝癌撲滅を目指すためには、感染の早期発
見・早期治療が非常に重要である。現在、健康診断
における HCV感染の診断には、HCV抗体・RNA
検査が別途必要となる。そのため、特に職域健診で
の HCV検査の低受診率が危惧されており、就労年
齢層における感染状況の把握と早期感染発見の不十
分さが懸念される。今研究では、職域健診での肝炎
検診受診状況について、茨城県住民基本健診と比較
検討した。
【方法】　平成 14～19年度に茨城県住民基本健診（肝
炎節目・節目外検診）を受診した 159,707人と平成
16～20年度に霞ヶ浦成人病研究事業団健診セン
ターにて職域健診を受診した 33,680人において、
HCV抗体検査受診率、陽性率を性別、年齢別に比
較した。また、職域健診では、職種別に検討を加え
た。
【結果】　HCV抗体検査受診率は、住民健診は
99.9%、職域健診は 23.0%であった。受診者数に対
する 30～59歳の割合は、住民健診の男性 39.4%、
女性 54.0%に対し、職域健診では男性 76.4%、女性
72.6%であった。HCV抗体陽性率は、住民健診の
男性 2.74%、女性 1.45%に対し、職域健診では男性
1.86%、女性 2.21%であった。また、陽性者内での
30～59歳の割合は、住民健診の男性 29.5%、女性
34.0%に対し、職域健診は男性 70.4%、女性 72.7%
であった。
　職域健診の内、職種別受診率は、医療関係者が男
性 87%、女性 57%、公務員等が男性 70%、女性
46%に対し、一般営利企業等では男女とも 14%と
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低率であった。さらに、医療関係者の内訳では、大
学病院関係者の受診率（男性 94%、女性 86%）が
最も高かったが、歯科関係者の女性の低い受診率が
顕著であった（7%）。
【結論】　職域健診就労年齢層での抗体陽性率は、住
民健診と差が無いのにも関わらず、受診率が低く、
また、職種間で大きく異なっていた。そのため、職
種に応じた啓発方法の必要性が示唆された。
P2-25.
長時間過重労働と末梢血テロメア長の関連に関
する検討
（公衆衛生学）
○小田切優子、大谷由美子、高宮　朋子
　井上　　茂、下光　輝一
（内科学第一）
　大屋敷一馬
（先端分子探索寄付講座）
　梅津　知宏
（医学総合研究所）
　大屋敷純子
【目的】　テロメア長は細胞老化の指標と考えられ、
がん、慢性炎症性疾患等においてその短縮が報告さ
れている。テロメア長には加齢や疾病のみならず生
活習慣や心理社会的ストレスも影響すると考えられ
るが、一般健康人を対象とした検討は少なく、特に
日本人に特徴的な過重労働との関連は検討されてい
ない。そこで某社の従業員を対象に、末梢血のテロ
メア長と過重労働や精神健康度との関連を検討し
た。
【対象と方法】　2010年秋の健康診断受診者 271名
（平均年齢 42.4±9.6歳、男性 70%）を分析対象と
した。テロメア長の測定は末梢血液 350 ȝlより au-
tomated magnetic bead systemを用い genomic DNAを
抽出後、Quantitative PCR法を用い、シングルコピー
の遺伝子の増幅産物量に対するテロメア配列から得
られた増幅産物量の比（T/S比）にて評価した。解
析は男女別に、T/S比を従属変数、年齢、喫煙、飲酒、
運動習慣、BMI、収縮期血圧、中性脂肪、HDLコ
レステロール、ヘモグロビン A1Cの各値、過去 6ヶ
月間の総労働時間、K6、ワークエンゲイジメント、
ワーカホリズムの各点数を独立変数に投入した重回
帰分析を実施した。
【結果および考察】　男性では T/S比との間に年齢
（adjusted ȕ=－0.19, p=0.041）、総労働時間（adjusted 
ȕ=－0.20, p=0.033）、収縮期血圧（adjusted ȕ=－0.23,　
p=0.003）で有意な負の関連が認められた。女性で
は有意な関連はなかった。本研究の結果より、年齢
や生活習慣等を調整後も、男性では労働時間が長い
ほどテロメア長が短いことが示された。女性で関連
を認めなかった理由については不明であるが、少な
い対象者数が原因の可能性もある。
　本研究は、文部科学省科学研究費基盤 C課題番
号 22590608ならびに文部科学省私立大学戦略的研
究基盤形成支援事業の助成によった。
P2-26.
センチネルリンパ節生検による被爆の検討 :特
に女性医師の妊娠期への影響を考える
（乳腺科）
○木村　芙英、海瀬　博史、山田　公人
　緒方　昭彦、上田　直子、松村真由子
　上田　亜衣、河野　範男
（放射線科）
　吉村　真奈、内田　健二
　センチネルリンパ節生検は乳癌標準術式として、
本邦において 52%以上の症例が施行されており、
検索方法として、アイソトープを用いた RI法と色
素法を併用している施設も多い。また、過去の報告
において RI法の一般成人を対象とした医療従事者
の安全性は確認されている。しかし近年、女性医師
の増加にともなって妊娠期の医療従事者が手術に参
加する機会も増えてきた。胎児の被曝線量の閾値は
一番低い時期で 50 mSvと言われており、閾値を越
えて被曝しなければ基本的に胎児への影響は発生し
ないと考えられているが、術者ではアイソトープ穿
刺部位と腹部の距離は近く、胎児への影響を考える
意見も少なくない。そこで、医療従事者の腹部への
被曝を測定し胎児への影響を推測し検討した。
99mTc-フチン酸 37 MBqを乳輪皮下に局所注入し、
2時間後にシンチグラム撮影、4時間後に手術を行っ
た。被曝線量はポケット線量計 ALOKA　MYDOSE
を用いて局所注入時、執刀医、第 1助手、麻酔科医、
機械出し看護師の計測を行った。執刀医は 2 ȝSv（中
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